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編集責任者：歌房哲也 
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（担当：森年・梅木） 

10 月 21（土）、甲奴町にあるジミーカーター・シビックセンターにおいて、『あらくさ共同作業所誕生 30 年・社会福

祉法人あらくさ設立２0周年記念コンサート』を開催しました。 

今回あらくさ創立30周年を記念し、『これまで支えて下さった

地域の皆様への感謝』『平和・人権・命の尊さ』を伝えることを目

的に、コンサートで歌うオリジナル組曲を作りました。あらくさ

の利用者・家族・職員から詩を募集し、今日に至るまでの喜びや

悲しみ、そして未来へ向けての夢や希望の言葉が数多く集まり、

その思いを組曲に託しました。 

当日の『あらくさ組曲コンサート』では、オリジナルソング 6

曲を披露しました。あらくさの歴史を振り返りながら、地域の方々

への感謝を込めて精一杯歌いました。歌いながら涙を流す利用

者・職員もおり、また会場からも多くの拍手を頂き、全員の思い

を歌で伝えることができたと思います。  

 
第一部は、甲奴太鼓一心＆宇賀太鼓さんの演奏からスタート

しました。『オープニングを力強い演奏で飾りたい』との気持

ちのこもった『美ら海』・『品の滝』2曲を披露して下さいまし

た。 

また、長年あらくさの発展にご尽力頂いた、前あらくさ友の

会・会長の伊藤栄さんにこれまでのお礼の気持ちを込めて、感

謝状を贈らせて頂きました。 

第二部は、鳥取県出身の歌あそびのお兄さん二人組『ロケッ

トくれよん』のコンサートが行われました。保育士経験者のお

二人が、大人や子供も巻き込んで一緒に歌い踊り、会場中が和

やかで楽しい雰囲気になりました。 

 

 

 コンサート終了後、来場者の方より『心を一つにして歌って

いる姿に感動した』・『とても楽しい時間を過ごせた』・『真剣に

取り組む姿勢が伝わってきた』など、多くの感想を頂きました。

また利用者からも、『緊張したけど本当に楽しかった』・『また

明日からも頑張ろうと思った』など嬉しい声が上がりました。 

ステージ・客席が一体となってたくさんの笑顔があふれ、ま

た涙を流しながら観覧をされているお客様もいました。この記

念コンサートを通じて、『これまでのあらくさの歩み』を知っ

て頂き、同時に『命の尊さ』を考えて頂ける機会になったので

はないかと思います。 

素敵な時間を皆さまと過ごすことができました。本当にあり

がとうございました。 
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障害がある、ないで命の価値は変わりません。すべての人の「命」と「人権」は平等であり尊いものです。二度とこの

ような凄惨な事件が起こらないためにも、決して忘れないようにと歌声にのせて訴えたのです。 

また、障害者総合支援法に残る「応益負担」の問題は、障害のある人が生きていく上で必要な支援を「益」と捉えてお

り、支援を受けただけ利用料が発生する仕組みになっています。障害者総合支援法をはじめとして、その他障害者福祉施

策の面でも、未だ障害のある人たちの生活に大きな不安を残しています。障害のある人たちが希望ある未来を描くために

も、この問題の抜本的な解決をもとめて、運動を続けていく必要があります。 

「誰もが安心して暮らせる社会」とは、すべての人の命が大事にされる、平和な社会であることが前提となります。私た

ちは、平和な社会を願い、これからも障害のある人たちの想いや願いに寄り添いながら、実践と運動を積み重ねていきた

いと思います。                                         （担当：原） 

 

風呂節子様 水田豊様 井原公子様 佐藤行雄様 梶田征嗣様 松苗博美様 近藤眞次様 平岡綾子様 熊本賛治様 

田坂博登 様 井上義隆様 近藤弘子様 加藤悦子様 名賀政治様 高橋和博様 藤岡学様 徳山千代様 釘貫英也様 

伊達美恵子様 山下悦子様 伊藤哲也 様 高橋直子様 歌房哲也様 歌房靖子様 清住恵美子様 高橋真由美様  

平内高夫様 道々清子様 中西直江様 宮本伍様 梅木賢様 長田奏代様 寺田朱美様 佐屋秀子様 松岡厚様 

藤原明子様 則永昂三様 岡田弥子様 藤達俊治様 水永剛様 片山広光 様 原めぐみ様 森政剛様 国岡雅彦様  

本多博志様 藤原紀子様 山本勇様 中村みお様 三浦清光様 川辺啓司様 越智直樹様 渡部順介 長谷川正伸様 

佐々木由美様 上落 薫様 檀浦 明様 檀浦奈津子様 秋山祐一様 高杉美津江様 石井文明様 片山憲彦様 

あらくさ友の会様 あらくさ家族会様 あらくさ仲間の会様 あらくさ職員会様 

（順不同）  

（順不同） 

山根孝志様 掛本啓吾様 藤原靖栄様 上落恵美子様 杉原利子様 秋山安佐子様 小迫かおる様 藤井二美枝様  

新谷満様 郷原肇様 

（順不同）  

団体  

個人 

ご協力くださった皆様 

あらくさが誕生して３０年。障害のある多くの仲間たちがあらくさへ

集い、今日まで歩んできました。働く中で、活動する中で、仲間たちは

お互いを支え合い、認め合い、日々たくましく成長しています。コンサ

ートで披露した「あらくさ組曲」は障害のある仲間たちの想いや願いを

基にしたものです。あらくさが地域の皆さん、仲間とともに歩んできた

３０年を振り返りながら、未来への希望を込めて編集しました。特に、

「津久井やまゆり園」での殺傷事件は、「命」と「人権」がないがしろに

された大きな社会問題と捉え、組曲の中に取り上げました。 

小川治孝様 中久保勇様 掛本啓吾様 甲奴太鼓一心＆宇賀太鼓様 小田美代子様 きょうされん広島県支部様  

平森忠夫様 川相明子様 近藤淑子様 内藤かすみ様 自然を見守る会様 村上梢様 熊原保様 才田あつ子様 

椿京子様 千頭和彦様 岡垣節子様 社会福祉法人たまご会様 社会福祉法人育芽会様 

特定非営利活動法人希望のいりぐち様 
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９月８日(金)・９日（土）に、あらくさ利用者・職員で一泊旅行

へ出掛けました。山陰方面と四国方面の 2 グループに分かれて旅

行を楽しみました。 

山陰グループは、島根ワイナリーで昼食、宍道湖自然館ゴビウス

で中海・島根の河川に住む生き物を見て、玉造温泉へ行きました。  

2日目は、年中満開モードのお花が楽しめるフォーゲルパークへ

行きました。世界の花と鳥の観覧、ペンギンのお散歩、フクロウシ

ョーの見物と見どころ盛りだくさんの館内を満喫しました。フクロ

ウショーでは、調教されたフクロウが顔の横を通り過ぎ、ドキドキ

ハラハラの経験をした利用者もいました。 

 

 

四国グループは、愛媛・香川へ行きました。 

調味料製造で知られている日本食研の本社、ＫＯ宮殿工場の見学

をしました。工場は西洋風のとても豪華な宮殿でその庭園、絵画や

調度品も目を見張るほど美しく見えました。ガイドさんの薦めで優

雅な椅子に一人ずつ座らせてもらい、その後、値段を聞いてみんな

飛び上るほど驚きました。そして、最新鋭の食品製造ラインを見て

回りました。袋詰めされて出てくる商品を見て「どういう仕組みな

のか？」と、ガイドさんに熱心に質問をする利用者もいました。 

2 日目は、レオマワールドで遊びました。ゆっくり観覧車に乗る

人、スリルを求めて関西・中四国初の空中回転ブランコに挑戦する

人もいました。遊園地の可愛いキャラクターのお土産を、家族に、

近所にと嬉しそうに買う姿も見られました。 

 

 

 2グループとも、温泉のあるお宿で、湯に癒され、夜は地元料理を堪

能しながら、宴会をしました。カラオケでは、歌っている人の横のステ

ージに次々と上がり、みんな一緒に踊り笑い楽しみました。成人した利

用者は、お酒も入り、リラックスモードで普段とはまた違った、笑顔が

沸きました。慣れない外泊、旅行で、緊張・興奮したのか、なかなか寝

付けず、お部屋で語り合ったり、トランプをしたりと長い夜を仲間同士

過ごした人もいました。 

全ての行程を終え、帰りはバスに揺られ居眠りをしながら帰宅しまし

た。「２年後の１泊旅行を楽しみに、また明日から、お仕事を頑張ろう」

と話してくれる人もいて、それぞれ良い経験、思い出が出来ました。 

 

 

（担当：岡田） 

 

 9月22日（金）に、あらくさ友の会主

催の第18回親睦の集いをウイングドーム

で行いました。友の会・家族・利用者・職

員で総勢94名の参加者で行いました。午

前中は、地域の資源回収と各作業班で作業、

昼食は、わいわいお話をしながら焼き肉で

お腹を満たし、続いて踊り、ゲームで身体

をほぐしながら、毎年恒例、“食欲とスポー

ツの秋”で交流し、親睦を深めました。 



１０月４日に小童小学校の５・６年生と、１０月１０日に福山のさんさ

ん作業所の利用者と一緒に、今年も稲刈り体験を行いました。 

春に田植え体験をした苗が大きく育っているのを見て、「すごい！たくさ

んお米ができてる！！」と歓声をあげる人もいました。 

参加された人の中には、使い慣れない鎌で、恐る恐る刈り取るという人

もいましたが、「手を切らないように気をつけてね」と、お互いに声をかけ

合いながら楽しく稲刈りをしました。 

小童小学校では、刈った稲を学校に持ち帰り、自分たちで

乾燥や脱穀の体験もされたようです。 

一緒に稲刈り体験をして、小学生のみなさん、さんさん作

業所、あらくさの利用者もみんな収穫の喜びを感じている様

子でした。また来年も一緒に、笑顔があふれる稲刈り体験に

したいと思います。 
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    （たんぽぽ班） 

 

10月からたんぽぽ班で働いています。庄原市口和町から毎日通っています。 

利用者の皆さんと、たくさんコミュニケーションをとりながら、一緒に頑張って

いきたいと思います。よろしくお願いします。 

 
（担当：川辺 ） 

 

（Ｈ29年9月1日～H29年10月31日まで） 

金一封ご寄付 （順不同） 

野菜・食品・物品等のご寄付 （順不同） 

ボランティア 

この他にも、アルミ缶・紙等の資源回収にご協力いただきました。ありがとうございました。 
もし、記載もれがありましたら、どうかお許しください。 

 

自然を見守る会様  近藤昭夫様  神石高原町民生委員児童委員障がい者部会様  藤達俊治様   

風呂節子様 宇賀みちくさの里様 水越美智子様 上落恵美子様 藤原靖栄様 中垣博子様 杉原利子様  

梶川りんご園様 棚多武司様 荒木美智子様 秋山謙蔵様 瀬川洋介様 小林みちこ様  高橋信子様  砂走喜万様 

松岡匡様  

末藤朱美様  あらくさ友の会様  あらくさ家族会様 

（順不同） 

小童小学校のみなさんと 

 

はで掛けをするさんさん作業所の利用者さん 

 


